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法政大学出版局◉新刊のご案内� 2023 年 11 月 10 日

①  配本希望部数をご記入のうえFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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書店名・番線印

法政大学出版局　2023年12月8日配本　定価3960円（本体3600円＋税） 四六判上製・406頁
ラシード・ハーリディー 著／鈴木啓之、山本健介、金城美幸 訳 《サピエンティア 71》

パレスチナ戦争 入植者植民地主義と抵抗の百年史  ISBN978-4-588-60371-6  C1322

★★　アラファートらPLO幹部やサイードなど知識人たちと親交のあったパレスチナ研究大家の初邦訳。膨大なインタビューと、確か
な知識に裏打ちされた歴史叙述をベースに、イギリス委任統治政府に追放された伯父や国連に勤務していた父親の話、イスラ
エルのレバノン侵攻で娘を抱えて逃げた自身の経験など家族史を織り交ぜ、強大な権力に翻弄されてきた民族の一世紀を描き
出す。彼らの自決権が否定されてきた先に現在の混迷がある。 【パレスチナ現代史】

☆関連書：パペ『パレスチナの民族浄化』、ホワイト『イスラエル内パレスチナ人』（小局刊）。
【別刷注文書あり】
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法政大学出版局　2023年12月8日配本　定価4620円（本体4200円＋税） 四六判上製・344頁
イヴ＝マリー・アンドレ神父 著／馬場 朗 訳 

美についての試論  ISBN978-4-588-13037–3  C1010

　イエズス会士でありながら、デカルトやマルブランシュに傾倒したため同会から迫害を受けた哲学者アンドレ神父（1675-1764）。
自然や習俗、文芸や音楽などに現れたさまざまな美の現象をめぐる講話を収めた本書は、ディドロをはじめとする同時代人たち
および後世から高く評価された美学史上の古典である。定本となった1763年の第三版をもとに本邦初訳し、訳者による懇切詳
細な解説を併録。 【美学・思想】

☆関連書：アルノー、ニコル『ポール・ロワイヤル論理学』、『ディドロ著作集 第４巻　美学・美術』（小局刊）。
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法政大学出版局　2023年12月15日配本　定価3520円（本体3200円＋税） 四六判上製・318頁
川口好美 著 《対抗言論叢書 4》

不幸と共存 魂的文芸批評  ISBN978-4-588-46024–1 C0095

★ テクストの熟読を通じて〈私〉を問い、書くことの暴力のただなかで〈私〉を外部へ、他者へと開いていくこと──。小林秀雄、中
野重治、秋山駿、江藤淳ら日本文芸批評の潜勢力を受け継ぎ、室井光広のてんでんこな魂とともに更新される文学的革命と連
帯のミッション。シモーヌ・ヴェイユ論で群像新人評論賞を受賞した気鋭の批評家、待望の第一評論集！

 【日本文学・批評】
☆好評既刊《対抗言論叢書》　1＝杉田俊介『神と革命の文芸批評』、２＝川村湊『架橋としての文学』、３＝室井光広『エセ物語』。
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法政大学出版局　2024年1月23日配本　定価9900円（本体9000円＋税） 四六判上製・736頁
ソフィー・ロイドルト 著／青山治城、植村玄輝、八重樫 徹、木村正人、鈴木崇志、宮田賢人 訳 《叢書・ウニベルシタス 1166》

法現象学入門    ISBN978-4-588-01166-5 C1310

われわれの社会生活における法および法秩序は、いかにして現出しているのか。フッサールの影響下に法現象を論じた戦前の
古典的法現象学を嚆矢とし、ハイデガー、シェーラー、メルロ＝ポンティらの思考を継承した戦後法学の諸潮流を経て、現代の
法現象学は人権、他者、責任、正義、自由といった問題圏へとその対象領域を展開している。哲学と法学を架橋する法現象学
の理論枠組みを体系的に叙述する決定的大著。 【現象学・法哲学】

☆関連書：メルロ＝ポンティ『知覚の現象学』、コジェーヴ『法の現象学』（小局刊）など。
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Fax. 03-5214-5542

法政大学出版局　2024年1月23日配本　定価4950円（本体4500円＋税） A5判上製・312頁
汪牧耘（おうまきうん） 著 

中国開発学序説（仮）  ISBN978-4-588-64549-5 C3030

かつての植民地事業や冷戦下の対外政策を歴史的背景として、主にイギリス・アメリカによる低開発地域への国際支援を理論
化してきた開発学は今、新たな局面を迎えている。経済成長により支援される側から支援する側へと転じた中国は、脱中心的・
多元的な開発学を打ち立てられるのか。国内外の開発をめぐる中国の試行錯誤および理論・言説形成の過程を辿り、国際社
会を結び直す新時代の開発学を展望する。 【開発学・中国研究】

☆関連書：高賢来『冷戦と開発』、アムスデン『帝国と経済発展』（小局刊）など。
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【お願い】
　　配本の際、ご担当者様の記名が必要となりました。
　　ご面倒とは存じますが、ご担当者様蘭のご記入をお願い申し上げます。


